











ロ酢酸がリンゴ酸に変換される。この MDH の作用に随伴して NADH が酸化され NAD+と
なり、同時に NADH の電子がリンゴ酸に移動する。リンゴ酸はリンゴ酸−α−ケトグル
タル酸輸送体を介してミトコンドリア内に輸送、再び MDH によりオキサロ酢酸に還元








































3. サラブレッド競走馬と乗用馬の血漿と白血球の M/L 比の比較 
激しいトレーニングを行っている競走馬では、血漿 MDH と LDH 活性の上昇が認めら











2、3、白血球では LDH3、4 が優位である．一般に LDH1 は心臓と赤血球、LDH2 は単球




のエネルギー代謝状態を反映する血漿 M/L 比のほうがより良い指標となりうる。 
 
4．人為的な急性体重増加犬と正常犬の M/L 比の比較 
競走馬研究における血漿 M/L 比の有用性を受けて、血漿と白血球を用いたエネルギ
ー代謝酵素活性を人為的に体重増加させた犬において測定した。目的はボディーコン
ディションスコア（BCS：body condition score）値と M/L 比との相関を調べ、過体
重・肥満に随伴する脂質代謝異常や代謝性疾病の予防につながる早期段階での肥満判













と ATP 産生活性を鋭敏に反映することから、その亢進はエネルギー代謝亢進（ATP 産
 4 
生増加）と判断出来る。一方、エネルギー代謝や ATP 産生障害やエネルギーの節約が
求められる状況下では、MDH 活性低下が認められた。種々の疾病ではエネルギー代
謝状態が変動する。その変動を正確に反映する M/L 比は疾病の診断マーカーとしての
利用が可能と考えられる。一般生化学代謝マーカーに加え M/L比の組み合わせにより ,
患者のエネルギー代謝状態の正確かつ総合的な判定、それに基づいた的確な予防・治
療戦略構築が可能となる。今後、より多くの疾病症例での検討により、その有用性が
高まることが期待される。  
